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020730メディア社会学者にとって、昨今日本におけるケータイならびにケータイメールの普及のもたらす社会へのインパクトは大いに関心をひくところだ。

020730私としては、「ケータイによって、若者のコミュケーションが、ウンヌン、、、、、」といったことももちろん重要だとはおもう。が、むしろ、日本社会にとって、大きなインパクトをもつのは、いわゆる「主婦」が、ダンナさん以外の男性と容易に「出会える」ようになったことだと考えている。

020730いままでは、よく「ウチの子にかぎって、、、」といわれてきたが、

↓

これからは、「ウチの親にかぎって、ケータイメール不倫なんて、、、、」、、、するはずがない。と、おもっている人の（にかぎって？）親御さんが、メール不倫してしまう、なんてことも増えていくだろう。

020730この仮説を直接サポートするわけではないが、過日鹿児島大学で学生さんたちを対象におこなった調査からいくつかおもしろい結果がでたので紹介しよう。（この調査は、べつに、「親御さんのメール不倫」を「主テーマ」にしてやったわけではないですよ！）

020730まず、このポイントの核となる設問を紹介しよう。下記の設問文・回答肢で、お答えいただいた。

【ちかごろは、中高年層でも、ケータイメールをなさる方が増えてきているようです。あなたは、近い将来あなたのお母様がケータイメールをつうじて「メール不倫」をなさる可能性についてどうかんじますか？。たいへん失礼な質問でもうしわけありません。あくまで、想像の上で、直観的におこたえください。

6．まったく、その可能性はない。　5．まあ、その可能性はない。　4．どちらかというと、その可能性はない。　3．どちらかというと、メール不倫する可能性もあるかもしれない。　2．まあ、可能性はあるかもしれない。　1．可能性は、ある。】

すなわち、上記のように、「可能性がない」と考える方ほど、「スコアが高く」なるような「問い＝回答肢」であった。というわけで、この設問（変数）を、「母メール不倫可能性の否定」（略して「母メ倫否」）と、呼ぼう。

020730この他に、さまざまに設問にお答えいただいた。多くは、上記のように「一次元的尺度の大小を、六択の回答肢で」、○をつけて、回答をいただいた。

まず、単純な度数分布から確認しよう。

＜「母メ倫否」の度数分布＞
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予想通り（？）、大多数のかたは、自分の母がメール不倫なんかするはずがない、とお考えのようである。

しかし、この設問を他の設問との相関関係をみていると、なかなか興味深い相関関係がいくつかみいだすことができる。

020730まず、注目されるのが、「学年」との「負の相関」である。相関係数-.132* であった。（*は、通常通り、5％有意をあらわす。ただし、本調査は、無作為抽出によるものではない）。

設問は、「不倫する可能性のなさ」を聞いていたので、【学年が経るほど、メール不倫、するかもしれない】と感じていたわけである。

020731まずは、「常識的な相関」からおさえておこう。

今回の調査では、「セックスに愛が必要か」「人間も遺伝子機械だとする考えに反対か」「売春をセックスワークとして容認するのに反対か」といった設問も聞いた。（正確な文言は、付録に後述）。

これら、三つの設問にたいしては、ともに、「母メ倫否」は、正の相関をしめした（それぞれ、.214**,.175*,.182**）.

すなわち、【母親がメール不倫しないとおもっているひとほど、「セックスには愛がともなっているべき」で、「人間を遺伝子機械をみなしたくなく」、「売春の容認には、反対」】なのであった。

020801つぎに、意外な？、興味深い、相関をいくつかみてみよう。

020801まず、興味深いのが、設問「自分の体が自分のものではないようにかんじられる、といったようなことがありますか？。6．ある。　5．あるかもしれない。　4．もしかしたら、あるかもしれない。　3．たぶん、ない、とおもう。　2．ない。　1．まったく、ない。」との相関である。

↓

この設問は、心理学における乖離性体験尺度に関わる設問をヒントにつくったものである。特に離人感に照準してつくったつもりであった。相関係数は、-.200**　で、【離人傾向のあるひとほど、母親がメール不倫する可能性を否定しない】となる。
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020801次に、興味深いというか、理解に苦しむのが、設問「あなたは、生まれ育った地元で、暮らしたいですか。それともいろいろな土地で暮らしてみたいですか？。　　　6．ぜひ、地元で暮らしたい。　5．地元で暮らしたい。　4．どちらかというと地元で暮らしたい。　3．どちらかというといろいろな土地で暮らしてみたい。　2．いろいろな土地で暮らしてみたい。　1．ぜひ、いろいろな土地で暮らしてみたい。」である。

↓

負の相関、相関係数　-.133* とでた。母のメール不倫への否定との負の相関だから、【地元で暮らしたいひとほど、母親がメール不倫する可能性を否定していない】わけだ。
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うーん。この相関、あなたなら、「どう」解釈します？。「地元（地方）で、暮らしたいとおもっているひとほど、じつは、地元社会での「閉鎖感・圧迫感」を無意識にせよかんじていて、「母もメール不倫する可能性あるかもしれなーい」、と、感じている」のだろうか！！？。

020802興味深く、かつ、すこしかんがえてみると納得できそうなのが、ネット関連の質問との（負の）相関である。

020802たとえば、

設問「あなたは、一日に一回以上インターネットに接続しますか？。　　4．はい。　3．いいえ。」

「あなたはインターネットを見だしたら、なかなかやめられませんか？　　　6．まったく、そのとおり。　5．まあ、やめられない。　4．どちらかというと、やめられない。　3．それほどでもない。　2．まあ、やめられる。　1．やめられる。」

と、負の相関、をしている。

前者にたいしては、相関係数　-.141* , 

後者にたいしては、相関係数-.172* 。

例によって設問の文言の否定性を勘案すると【ネットをやっているひとほど、母親のメール不倫の可能性について否定的でない】ということになる。やはり、ネットに深くはまっているひとほど、ネットのおける出会い系などの事例をしっていて、自分の親御さんでさえ可能性がないとは言えないとかんじているのではないか。

020802興味深いのが、ロボットペットアイボの設問との（負の）相関である。設問「最近、ソニーの「アイボ」など、ロボットのペットを飼っている人がいますが、あなたがペットを飼うとしたら、どうおもいますか？。　　6．　ペットがロボットでも、まったく、かまわない。　5．まあ、ロボットでも、OK。　4．どちらかというと、ロボットでも、OK。　3．どちらかというと、ロボットは、いやだ。　2．ロボットでは、いや。　1．ロボットでは、絶対いや。」を、うかがった。

母メ倫否との相関は、相関係数　-.145*　で、【アイボでもかまわないようなひとほど、母のメール不倫の可能性を否定しない】ということになる。

この相関は、上で述べた、ふたつの因果性から解釈できるとおもう。

すなわち、第一の因果性は、新しいメディアへの慣れの多寡である。

新しいメディアになれているひとほど、ネットなどにはまり、母のメール不倫への可能性について、予期的（あるかもしれない）となる、その一方で、新しいメディアになれている人ほど、ロボットペットに許容的なのではないか。

第二の因果性は、いわば「旧来型の親密性へのコミットメントの多寡」である。旧来からの親密性、すなわち「なかよし」「愛情」のパタンを踏襲しているひとほど、セックスには愛が必要である、とか、人間を遺伝子機械とみなすのをいやがる、売春は許されるべきではない、機械をペットとするのなんていやだ、、、とかいった傾向をもつのではないか。それが、自分の親にもむけられ、まさか自分の親がメール不倫するなんてかんがえられない、、、となるのではないだろうか。

すなわち、「母メール不倫の否定」と「アイボへの非許容性」とは、ともに、「潜在要因（原因）」として、「旧来型の親密性へのコミットメント」（「旧親密性」と略す）、と、「新メディアへの慣れの多寡」（「新メディアへの不慣れ」と呼ぶ）、の両者によって影響をうけているのではないか。

このようなみとおしにのっとって、上記の諸設問を中心に、共分散構造分析をおこなってみたのが、下記である。
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          (係数は、標準化係数。　　　規準化適合度指標(NFI)＝0.993)

020803上図をみてみると、うえでのべたような関係が成立していることがみてとれるだろう。

ただし、いうまでもなく、共分散構造分析には、いくつかの注意点がある。

第一は、潜在変数（図の楕円の変数）の「命名」は結局のところは、分析者の恣意（勝手）であるということである。第二は、上記のモデルにおいて、上図のような、変数間の因果係数が導出できたとして、このモデルが、与えられたデータにたいする唯一のありそうなモデルとはかぎらない、ということである。

020803　はじめに述べたことの繰り返しにもなるが、今回の調査による発見は、もちろん、「ウチの親に限って、、、、、といういう人の親もが、メール不倫にはしってしまうような事例が増えるだろう」という仮説を、直接サポートしたりしなかったりしているわけではない。

なにしろ、メール不倫しそうな（しなさそうな）「親御さん」たちを直接調査していないのだから。

この仮説の前半部分の、自分の親御さんにたいして、「メール不倫するばずがない」（とか「そうでもない」）とか感じるほうの人たち（この場合は学生さんたち）について、分析したものである。

020803まずは、直近の課題として、メール不倫するかもしれない（しないかもしれない）「親御さん」たちの調査をおこないたい。（が、メール不倫の「可能性」を、どう計測すればいいだろう？？）。

020803近過去の日本においては、「子供（若者）」世代が、親（大人）世代の、「期待をうらぎる」という「定番パタン」があったような気がする。このパタン自体が崩壊する予兆はない。

↓

が、他方で、近未来の日本においては、「親（大人）」世代が、「子供（若者）」世代の期待を裏切る可能性が生じてきているように、私には直観される。

020803本仮説「ウチの親に限って、、、、、といういう人の親もが、メール不倫にはしってしまうような事例が増えるだろう」が、以上のような直観を今後攻究していくうえでの、「突破口」になることを期待している。

    *     *    *    *    *

はい、はい!!。それでも、あなたは、こう、おっしゃるのでしょう！！。

↓

「ウチの親にかぎって、メール不倫なんか、、、、、」と、、、、、、、。

桜井芳生のホームページのもどる
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